
平成1４年３月 

先 生 各 位 

 

 

検体採取容器の変更のご案内 

 

 

謹啓 時下益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。また、平素はひとかたならぬお引き立てを賜わ

り厚くお礼申し上げます。 

さて、このたび下記容器を変更させていただくことになりましたので、ご案内申し上げます。 

今後とも変わらぬご愛顧のほど、よろしくお願い申し上げます。 

敬白 

 

記 

 
 
《変 更 日》   平成 1４年３月中旬より 

     ※ 在庫がなくなり次第、随時変更させていただきます。 

 

《変 更 内 容》 

 このたびの採取容器の変更は、セキスイ社製の5種類の容器が対象となります。 

Ａ-１容器とＡ-３容器については主にテルモ社製の容器が使用されておりますが、これらにつきま

しては変更ございません。 

検査案内 

掲載ページ 容器の種類 変更内容 変更理由 

Ｐ．127 Ａ-１容器 

－ Ａ-１容器（オープン管） 

－ Ａ-３容器 

Ｐ．127 Ａ-３容器（オープン管） 

Ｐ．133 Ｙ容器 

分離剤の

変更 

血清分離剤の熱負荷安定性を向上させる

とともに、分離剤の浮遊・チギレを減少さ

せるために、添加剤が加えられました。 

 

※ 使用方法や使用対象材料など、その他の事項に変更はございません。 

また、変更に伴って分離剤が従来品に比べてやや黄色を帯びますが、これは添加剤の色調で

あり、メーカー提供の資料において検査実施上に影響は無いとされております。 

 

 


